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までの当時の歴史的資料に基づいて検証している。こうした検証を通じて、Bildungsroman概念が歴史的に一貫
性を持った概念なのか、またこの概念とこの概念規定の範疇に入るとされる小説の実態とが整合しているのか
という点について、詳細な考察をおこなっている。本論文の構成は、「序章」「第一章 18世紀における理想の小
説像の形成過程」「第二章 18世紀小説論と『修業時代』の融合過程」「第三章 18世紀的小説論からBildungsroman
論への変容」「第四章 Bildungsromanとされる作品の非Bildungsroman的解釈の可能性」および「終章」からな
っている。論者は、18世紀になって「理想の小説」像が形成されていく過程を、主としてブランケンブルクの
『小説試論』を検討することによって明らかにし、さらに19世紀に至ってこのブランケンブルクの「理想の小
説」論がモルゲンシュテルンによって継承されつつBildungsroman論へと発展させられ、さらに19世紀末から20
世紀初めにかけて、ディルタイのきわめて精神性の強いBildungsroman概念に結実していく過程を、克明に追っ
ている。そしてこの過程で、Bildungsroman概念が娯楽小説などを排除しつつ、小説の実態と離れたところで理
論構築され、精神主義的傾向を強めていった経過と状況を明らかにしている。Bildungsroman論を18世紀小説論
の延長線上にとらえる本論の視点は、今までの研究にないきわめて斬新な発想に基づいており、高く評価でき
る。Bildungsroman論に関するこのような視点からの包括的研究は日本ではいまだなく、その意義はきわめて大
きい。これらにより審査委員は全員一致して本論を意義のある優れた論文であると判断した。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
